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創
立
■
３
０
周
年

へ
準
備

米
沢
一■
”会

活
動
ビ
ジ

ョ
ン
定
め

る

米
沢
有
為
会

（大
滝
則

忠
会
長
）
の
定
時
総
会
が

２３
日
、
市
内
の
伝
国
の
社

で
開
か
れ
、
来
年
迎
え
る

創
立
１
３
０
周
年
に
向
け

記
念
事
業
の
検
討
に
取
り

組
む
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

た
。米

沢
有
為
会
は
、
日
賜

出
身
者
、
在
住
者
ら
で
組

織
す
る
公
益
社
団
法
人
で
、

全
国
に
約
１
１
０
０
人
の

会
員
が
い
る
。
奨
学
金
貸

与
制
度
の
実
施
や
学
生
寄

宿
舎
を
運
営
し
、
郷
土
出

身
者
の
育
英
と
産
業
の
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

総
会
に
は
、
会
員
ら
約

４０
人
が
出
席
し
、
今
年
度

事
業
計
画
や
予
算
を
決
め

た
。
今
年
度
は
来
年
の
創

立
１
３
０
周
年
に
向
け
た

記
念
事
業
の
検
討
を
行
う

ほ
か
、給
付
制
奨
学
金

（返

済
免
除
を
含
む
）
や
学
生

寮

へ
の
女
子
入
寮
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
例
年
と
同
様
に

▽
大
学
生
や
大
学
院
生
を

対
象
と
し
た
奨
学
金
の
貸

与
▽
東
京
興
譲
館
寮
や
仙

台
興
譲
館
寮
な
ど
学
生
寄

宿
合
の
運
営
▽
繊
妻
榮
記

念
館
の
運
営
▽
教
育
、
文

化
、
産
業
の
功
労
者
表
彰

―
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

創
設
１
３
０
周
年
を
控

え
、
３
月
の
理
事
会
で
決

め
た
活
動
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
も
説
明
し
た
。
「未
来

を
に
な
う
置
賜
若
人
の
夢

を
育
英
活
動
で
支
援
」
と

「置
賜
の
教
育

・
文
化

・
産

業
等
の
振
興
に
貢
献
」
を

目
標
に
掲
げ
、
２
０
２
２

年
ま
で
の
５
カ
年
計
画
で

育
英
事
業
、
地
域
振
興
事

業
、
活
動
基
盤
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

総
会
席
上
、
我
妻
榮
記

念
館
前
館
長
の
上
村
勘
二

氏
へ
の
感
謝
状
贈
塁
を
報

告
し
た
ほ
か
、
産
業
や
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
で
功
績
を

あ
げ
た
個
人
企
業
に
表
彰

状
を
贈
塁
し
た
。
終
了
後

に
は
米
沢
市
地
方
創
生
参

事
の
武
発

一
郎
氏
が

「米

沢
プ
ラ
ン
ド
戦
略
～
置
賜

の
風
土
か
ら
羽
ば
た
く

～
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
、
所
属

中
学
年

は
昨
年
度
当
時
）

【
産
業
功
労
】
＝
青
葉

堂
印
刷
【特
別
顕
影
】
◇
ス
ポ
ー

ツ
活
動
▽
優
秀
賞
＝
紺
野
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役員補充し、体制強化

産業功労賞を受ける青葉堂印刷の中村会長(左 )

愛
翔

（米
沢

一
中
１
年
）、

紺
野
北
斗

（米
沢

一
中
３

年
）、
茨
木
凛

（九
里
学

園
高
２
年
）、
柴
崎
悠
斗

（米
沢
中
央
高
３
年
）、
小

林
瑞
季

⌒米
沢
商
業
高
３

年
）
▽
奨
励
賞
＝
察
藤
諒

平

⌒九
塁
学
園
高
３
年
）、

佐
藤
和

（米
沢
興
譲
館
高

３
年
）、
永
井
桂
大

（米

沢
中
央
高
３
年
）

◇
文
化
活
動
▽
優
秀
賞

＝
青
木
誓
己

（米
沢
北
部

小
５
年
）、
諏
訪
悠
斗

⌒米

沢
南
部
小
５
年
）、
宗
川

玲
蒙

（米
沢
商
業
高
１
年
）

▽
奨
励
賞
＝
高
橋
楓
夏

⌒米
沢
上
郷
小
６
年
）、
高

橋
龍
之
介

⌒南
陽
荻
小
５

年
）米

沢
有
為
会
米
沢
支
部

⌒支
部
長

・
中
川
勝
米
沢

市
長
）
の
今
年
度
総
会
が

２３
日
、
市
内
の
伝
国
の
社

で
開
か
れ
、
本
部
と
歩
調

を
合
わ
せ
育
英
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
＝
〓
善
鶴

総
会
に
は
会
員
ら
約
”

人
が
出
席
。
は
じ
め
に
中

一
川
支
部
長
が

「優
秀
な
人

材
へ
の
支
援
を
連
絡
と
続

け
て
き
た
米
沢
有
為
会
。

こ
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
な

が
ら
米
沢
発
展
に
努
め
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

引
き
続
き
事
務
局
が
今
年

度
事
業
計
画
案
や
我
妻
榮

記
念
館
の
事
業
報
告
な
ど

を
行
い
、
全
議
案
を
原
案

の
通
り
決
め
た
。

今
年
度
事
業
で
は
、
例

年
同
様
に
会
員
交
流
会
の

開
催
、
年
２
回
の
支
部
だ

よ
り
の
発
行
、
会
員
の
増

強
活
勲

会
費
収
納
率
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
決
め
た
。
昨
年
度

ま
で
行
っ
て
き
た
文
部
表

彰
は
今
年
度
か
ら
本
部
表

彰
と

一
本
化
し
た
。

ま
た
、
支
部
体
制
の
強

化
を
図
る
た
め
役
員
を
補

充
し
た
。
理
事
に
遠
藤
友

紀
雄
氏
と
積
戸
隆
氏
、
諮

問
委
員
に
船
山
秀

一
氏
を

・
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
た
。
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